
　令和６年度 特別支援学校寄贈物品　使用状況報告書　【1年目】

  対  象 　　視覚障害 　　聴覚障害 　　知的障害 　　肢体不自由 　　　病弱

設 置 部 　　幼稚部 　　小学部 　　中学部 　　高等部 　　　

全校児童･生徒数

1．使用状況

今後の活用の
見通しや課題

その他
希望や所感など

使用学年及び人数

静岡県立東部特別支援学校 伊東分校ＰＴＡ

41人

小学部１～６年　児童　26人

ブランコ

週3日程度

天気の良い日の昼休み、小学部１～６年の児童６人くらいが使用。

一昨年度に複合遊具、昨年度にブランコを寄贈していただいたことにより、
児童が屋外で遊ぶ際の選択肢が増えました。ダイナミックな「揺れ」やスリル
を感じることができるブランコは、ほとんどの子ども達が大好きな遊具となって
います。数を数えながら順番を待ったり、譲り合ったりしてマナーやルールを
学ぶ機会にもなっています。

子ども達にとって魅力的である一方、使い方を誤ると危険な場合もあります。
安全な使い方や順番を守って交代で使用するといったルールを職員間で確
認をしていきたいです。

ブランコは自分で負荷(スピード)を調整できるので、複合遊具で遊ぶことが
難しい児童でも楽しんでいる姿が見られています。外に出て遊ぶ機会がさら
に増え、子ども達の体力向上につながっています。
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２．活用の様子


